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Ｔ Ｅ Ｓ が 貢 献 で き る こ と  

杉 山 昌 之  

 

１ ． は じ め に  

私 は 数 年 前 に Ｔ Ｅ Ｓ を 取 得 し た が 、 正 直 言 っ て 取 得

後 に こ の 資 格 の 優 位 性 を 享 受 し た こ と は 余 り 無 い 。 そ

れ は こ の 資 格 が 、 繊 維 業 界 で は あ る 程 度 知 名 度 は あ る

も の の 業 務 独 占 資 格 で は な い か ら で あ る 。 で は 、 Ｔ Ｅ

Ｓ で あ る 我 々 が そ の 存 在 意 義 を 主 張 し 、 繊 維 業 界 に 対

し て 貢 献 す る に は ど う す れ ば 良 い の か 。  

私 は 繊 維 業 界 の 現 状 を 振 り 返 り な が ら 、 下 記 の よ う

に 考 え て み た 。  

 

２ ． 日 本 の 繊 維 産 業 の 現 状 と 問 題 点 に つ い て  

( 1 ) 繊 維 市 場 の 現 状 ： 日 本 の 繊 維 市 場 で は 中 国 等 か ら

の 輸 入 品 が 増 加 し て い る が 、 衣 料 品 に つ い て は 数 量 ベ

ー ス の 輸 入 浸 透 率 に 比 べ 、 金 額 ベ ー ス の 輸 入 浸 透 率 は

ま だ 低 い 。 即 ち 、 高 付 加 価 値 品 で あ れ ば 、 ま だ 国 内 生

産 で 勝 負 で き る 分 野 が 残 っ て い る と 考 え ら れ る 。  

( 2 ) 繊 維 産 業 の 構 造 的 問 題 点 ： 日 本 で は 、 川 中 ・ 川 下

に 中 小 企 業 が 数 多 く 乱 立 す る 。 こ の た め 企 業 数 の 多 さ

ゆ え 、 商 品 の 売 れ 筋 を 最 も 敏 感 に キ ャ ッ チ す る 川 下 か

ら 川 中 、更 に は 川 上 へ の 情 報 の 流 れ が 悪 い 。そ の 結 果 、

見 込 み 生 産 が 増 え 、 在 庫 過 剰 に 陥 り や す く な っ て い る 。 

( 3 ) 川 中 の 体 質 的 問 題 点 ： 過 去 、 繊 維 産 業 に 対 す る 日

本 政 府 の 対 応 は 、 育 成 政 策 よ り 保 護 政 策 を 重 視 し て き

た 。 そ の 結 果 、 特 に 川 中 企 業 で は 賃 織 ・ 賃 加 工 体 制 か

ら の 脱 却 が 遅 れ 、 分 断 さ れ た 生 産 構 造 の 中 で 、 リ ス ク

へ の 責 任 が 曖 昧 と な り 、 産 元 ・ 商 社 へ の 依 存 体 質 が 残

る 。  
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( 4 ) 人 材 の 繊 維 製 造 業 離 れ ： 繊 維 産 業 は 若 者 の 中 で は

斜 陽 産 業 の イ メ ー ジ が 強 く 、 就 職 を 希 望 す る 者 が 少 な

い 。 ま た 企 業 も 、 繊 維 部 門 へ の 開 発 投 資 を 減 ら す 方 向

に あ り 、 技 術 や 技 能 の 継 承 が 困 難 と な り つ つ あ る 。  

( 5 ) 繊 維 市 場 規 模 の 縮 小 ： 我 が 国 は 今 後 も 少 子 高 齢 化

が 進 む と 予 測 さ れ て お り 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 の 高 い 衣 料

品 を 購 買 す る 層 は 確 実 に 縮 小 す る 。  

 

３ ． 繊 維 産 業 の 存 在 意 義 に つ い て  

( 1 ) 経 済 の 高 付 加 価 値 化 に 寄 与 ： 生 活 文 化 を 豊 か に す

る 繊 維 産 業 は 、 感 性 価 値 創 造 産 業 と し て 、 ラ イ フ ス タ

イ ル 関 連 市 場 に 様 々 な 商 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。  

( 2 ) 川 中 の 重 要 性 ： ア パ レ ル 製 品 の 付 加 価 値 は 、 使 わ

れ る 生 地 素 材 に 大 き く 影 響 さ れ る 。 高 付 加 価 値 品 を 企

画 ・ 生 産 す る た め に は 、 生 地 ・ 素 材 開 発 を 担 う 川 上 ・

川 中 の 役 割 は 非 常 に 重 要 で あ る 。 即 ち 、 川 上 ～ 川 下 が

連 動 し 効 率 良 く 流 れ る た め に は 、 川 中 の 活 性 化 は 不 可

欠 で あ り 、 そ の 存 在 意 義 は 大 き い 。  

( 3 ) 新 規 技 術 開 発 基 盤 ： 繊 維 産 業 は 、 今 ま で 培 っ た 素

材 開 発 力 や リ サ イ ク ル 技 術 を 生 か す こ と に よ り 、 ま た

ク ー ル ビ ズ 等 環 境 調 和 と 快 適 性 を 両 立 さ せ る 技 術 に よ

り 、 こ れ か ら の 循 環 型 社 会 に 貢 献 す る こ と が で き る 。  

 

４ ． 未 来 の 繊 維 フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 と Ｔ Ｅ Ｓ の 役 割  

( 1 ) 産 地 の 活 性 化 推 進 ： 特 に 川 中 で は 、 中 小 企 業 が 産

地 毎 に 閉 鎖 さ れ た 集 積 状 態 と な っ て い る 。 各 企 業 は そ

れ ぞ れ 優 れ た 独 自 技 術 を 持 つ が 、 産 地 間 の 情 報 交 換 が

不 十 分 で 、 技 術 が 有 効 に 活 用 さ れ て い な い ケ ー ス が あ

る 。 こ れ ら の 間 を 埋 め る コ ー デ ィ ネ ー タ ー 機 能 が 欲 し

い 。  
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 ( 2 ) 川 上 ・ 川 中 ・ 川 下 の 連 携 推 進 ： 高 付 加 価 値 品 が 生

み 出 さ れ る た め に は 、 企 画 、 設 計 開 発 、 製 造 、 商 品 管

理 が バ ラ ン ス 良 く 機 能 し な け れ ば な ら な い 。 し か し 、

糸 ・ 生 地 ・ ア パ レ ル が 分 断 さ れ て い て は 、 シ ス テ ム と

し て の 力 が 発 揮 さ れ な い 。 川 上 ～ 川 下 を 「 チ ー ム 」 と

し て 機 能 さ せ る よ う 、 連 携 を 強 化 す る べ き と 考 え る 。  

( 3 ) 環 境 配 慮 商 品 の 開 発 ： 地 球 環 境 保 全 が 叫 ば れ て い

る 中 、 今 後 の 商 品 開 発 に お い て 環 境 配 慮 の 考 え 方 は 避

け て 通 れ な い 。 特 に 中 国 等 の 途 上 国 は 、 環 境 問 題 に つ

い て 消 極 的 な 姿 勢 が 目 立 つ た め 、 こ の 分 野 で 先 手 を 取

る 事 は 、 環 境 配 慮 と い う 付 加 価 値 に 対 し て 優 位 な 立 場

に 立 つ こ と が で き る 。 こ れ を 技 術 面 で サ ポ ー ト し た い 。 

 ( 4 ) 市 場 の 拡 大 化 ： 日 本 の 繊 維 製 品 は 、 特 有 の 感 性 と

高 い 技 術 力 に よ っ て 作 ら れ 、 こ だ わ り を 持 つ 日 本 の 消

費 者 に 受 け 入 れ ら れ て き た 。 こ れ ら を 、 富 裕 層 が 増 え

た ア ジ ア を 中 心 と す る 海 外 市 場 へ 展 開 し て 行 き た い 。

一 方 国 内 市 場 に は 、 高 齢 化 社 会 に 対 応 す る た め 、 ユ ニ

バ ー サ ル フ ァ ッ シ ョ ン の 思 想 に 基 づ い た 商 品 開 発 を 進

め た い 。  

 ( 5 ) 人 材 の 育 成 ： 産 学 官 連 携 に 加 え 、 繊 維 関 連 学 会 や

技 術 士 会 な ど も 協 力 し て 、 教 育 啓 蒙 活 動 を 充 実 す る 。

今 や 、 繊 維 関 連 企 業 内 で 人 材 を 育 成 す る こ と が 難 し く

な っ て い る 。 我 々 Ｔ Ｅ Ｓ は 、 と に か く 繊 維 の 「 基 本 の

キ 」 を 教 育 す る 事 業 を 、 そ れ こ そ 手 弁 当 で 協 力 す る く

ら い の 気 持 ち で や っ て い く べ き で あ る 。  

 

こ れ ら の こ と を 総 合 的 に 実 行 す る に は 、 例 え ば イ タ

リ ア の 「 イ ン パ ナ ト ー レ 」 の よ う な 存 在 が 必 要 と な っ

て く る と 思 わ れ る 。 幸 い Ｔ Ｅ Ｓ に は 、 川 上 か ら 川 下 ま

で の 製 造 企 業 、 そ の 製 造 を サ ポ ー ト す る 付 属 品 ・ ク リ
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ー ニ ン グ 業 者 、 そ れ ら 製 品 を 的 確 に 評 価 す る 第 三 者 機

関 等 、 さ ま ざ ま な 知 識 と 経 験 を 持 つ 多 彩 な 人 材 が 揃 っ

て い る 。  

我 々 Ｔ Ｅ Ｓ 有 資 格 者 は 、 一 人 ひ と り で は そ の 活 動 に

限 界 が あ る か も し れ な い が 、 そ れ ぞ れ が 自 ら の 強 み を

生 か し た 「 チ ー ム 」 と し て 活 動 す る こ と に よ り 、 業 界

の い か な る 問 題 に 対 し て も 的 確 に 対 応 す る こ と が で き

る と 考 え て い る 。 こ れ か ら の Ｔ Ｅ Ｓ は 、 日 本 の イ ン パ

ナ ト ー レ ・ チ ー ム と し て 活 躍 で き る 環 境 を 整 え 、 繊 維

業 界 の 活 性 化 を 推 進 し て い く べ き で は な い だ ろ う か 。  

以 上  
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